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１． 目的 

 我が国の骨粗鬆症患者の数は，およそ 1,300 万

人と推定されており (骨粗鬆症の予防と治療ガイ

ドライン作成委員会，2015)、その予防は急務で

ある。そこで本研究では、小学校における休み時

間等を利用して短時間、かつ運動の得意・不得意

に関わらず誰もが実施できる運動遊びプログラム

を作成し、学校を単位としたクラスターランダム

化比較試験により、作成した運動遊びプログラム

の学校への導入が子どもの骨量増大に及ぼす効果

を検証することを目的とした。 

 

２． 研究方法 

学校を単位としたクラスターランダム化比較試

験により、児童の骨量増大に対する、ジャンプを

伴う 1 回 10 秒程度の運動遊びプログラム、お

よび運動遊びを促進するプログラムの 6 ヶ月間

にわたる学校への導入の効果を検証した。層化ブ

ロックランダム化により対象校を学校の規模を考

慮して、運動遊びプログラム、および運動遊び促

進プログラムを導入する介入群と導入しない対照

群に割り付けた後、介入群となった小学校には 6 

ヶ月間で計 24 種類の運動遊びの提供、および運

動遊びを促進する仕掛けを施したチャレンジカー

ドを配付した。また、介入終了後に運動へのモチ

ベーションを維持させるために作成した動画を児

童に視聴させた。なお、介入群、および対照群に

対して、ウェアラブルデバイスを用いて身体活動

量、ならびに睡眠時間を測定し、健康指導として

結果を返却した。 

１） 対象者: 山梨県甲州市の小学校 9 校に在

籍する小学 4・5 年生の児童 264 名 (男

子: 139 名，女子: 125 名)。 

２） 分析方法: 一般線形混合モデルにより骨強

度変化に対する介入の有効性を検討した。 

３． 結果と考察 

男女ともに、いずれの骨強度指標 (Stiffness、

SOS、BUA) においても有意な交互作用 (群 × 

時間) は検出されず (図 1)、介入による効果は認

められなかった。その理由として、提供した運動

遊びによる地面反力が弱く、骨量の増大に至るほ

どの力学的負荷が骨へ加わらなかった可能性があ

る点、および提供した運動遊びの実施により加わ

る骨への力学的負荷と、対照群の休み時間におけ

る活動により加わる骨への力学的負荷が同程度で

あった可能性がある点の 2 点が考えられる。な

お、本研究の成果は我が国において初めて骨量増

大期である小学生を対象に、骨量に及ぼす学校へ

の介入の効果をクラスターランダム化比較試験に

よる介入研究で検討し、今後の介入研究の内容を

考案するための一資料となる結果を得た点にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1．骨量増大に対する介入の効果 

 

４． 結論 

 小学生の骨量の増大に対して、介入群に提供し

た運動遊びプログラムとそれを促進する学校への

介入による有益な効果は認められなかった。 
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